
バクトリアに関する二三の考察

足 利 惇 氏

　デカン大学H：．G．　P一リンソン教授はその名著『バクトリア』において1），「バクト

リア」なる地名の語源は確実ではないが，おそらく（A）pal〈htra一‘北方’に求めるべき

であろうとし，イラーン民族の最北方における植民地なる所以をもってその理由として

いる。しかしバルトロメー一2）も指摘している麹く，アヴェスタ語apExtara一，　apixeδra一

　　　　　　　　　　　む‘北方の’という語はap2nk一（Skt．　apahk一）‘うしろへ’の派生詞で，本来は‘うし

ろにある’という謂の形容；講，すなわち，南にむかって立つ時‘うしろにある’方角か

ら転じて‘北方の’方角を示すようになったものである。従って頭音a一がゆ期語願た

るパフラヴィ・・一一語では尚お常時保持されているのは当然のことで（apgxtar‘北方’一

これに対し近世！xoルシア語ではb池tar，　bakhtarとなる），これをバクトリア／バル

フが下に示すように古・中・新三期を通じてすべて頭音a一を保持していない点に比す

れば，ロt・一一リンソン教授の提言がVolksetymologieの類にすぎないことは，これを否

定することができないであろう。難名もそうであるが，地名に至ってはその語源設定に

は，いっそうの注意が望まれる。そうした意味からも，まず，このバクトリアがいかな

るイラーン語形を罷示するかを見ておく必要がある。

　　アヴェス土語3）　：Baxδi一　　　　　　吉代ペルシア語3）：Bゑxtri一

　　エラム語3）　　　　：Ba－ak鳶i－i首，　Ba－ik－tttr－ri－i首

　　ア。カド語3）　1・Ba－ab－tar　　ギリシア藷　・B6即α（neut．　pl。）

　　パフラヴィー語　：b，’1　　　　　　　近損：ペルシア語　：Ba毒（Ball〈h）

　これらを通観してみると，流音の存在は本来的なもので，これを欠く形は方言形では

ないかを思わしめる。そのうえ，アヴェスタ語形Baxδi一の一δ一音はuxδa－t　saying’

（ぐUxδa一），　vaxeδra一　’diSCOurSe’（く＊VaxVra一く＊Vaktra一）における一δ一音と匿

じく，本来は一が音であるべきものがアヴェスタではこのように一貫して一δ一音とし

てあらわれるものであるから，Bゑxδi一をただちに梵語＊Bhaga－d殖一に比定して‘神

都，神土’とするには難がある。従ってダリウス大帝の碑文で有名なクルディスターン
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バクトリアに関する二三の老察

にあるベヒスターン（Behis懐n，今｝三1ではBisu樋nという）の古名＊Bagasta勤歌‘争｛｛

の在すところ’とか，今1ヨィラーーク0）酋都なるバグダーード　（Bagdad）〈＊Bagadata

‘神によりて与えられた町’などにみえる簡分baga一‘神’をバクトリアなる地名に見

出そうとすることは，当を得ていない。それよりもむしろ，このバクトリアなる地名の

起原となれるバルブ河に騰をむけるべきである。『ブンダヒシュン湾書のも「バルフ河

はアプルーlz・一一ン由からバーミヤーンに入り来ってウェ・・一フ河に注ぐ」といっているよう

に，バルフ河はバーミヤ“一・ン（『大唐西域記』の梵彷国）の蕨谷に沿うて北流しアーーム

ー一・ _ルヤー（アム河）に注ぐ一支流であるが，その流域は古来豊饒の地として知ら

れ，ストラボーsン5）もπρ6σZηματ〃《’Aρζafレな‘アリアナの誇り’と旧い，『大唐西域

記』第1，回書圏の条にも「土地所産物類尤多。水陸諸花。難以備挙胡と雷っている

ように，気候温和にして産物に富み，また菓西交明が合流して発達したところである。

バクトリアが多くの宗教の発祥地であり，おそらくは，それを育んだところであること

は，すべての地理的条件がよくそれを示している。拝火教の教祖ともいわれ，或いはそ

の改革者ともいわれるゾUアストラの生地とさえ伝えられている6）のも故あ！jというべ

きである。かかるバルブ川であってみれば，それがもろもろの恩恵を頒与してくれるも

のと称されても不思議はなかろう。こういう点から妥当とみられるのはJ・マルクワルト

教授の提嘱である。教授はこのバルフ河の古代ペルシア語形を＊Bax籔（nom．），触ax一

時ram（acc．），＊Baxtrah（gen．）と推定し，・bestower，　dis£rlbutor・と解したT）。

つまり教授は語根bag一／Skt・bhaj一‘頒つ，頒与する’の行為者名詞とみたのである。

かかる行為者名詞が単に理論的に存在するばかりでなく，実際にも存していたことは

パフラヴィー語baxtar8）によっても立証される。さらに教授は9＞，　Av．　Baxδi一／Old

Pers・Baxtrl一は第1音節にvgddhiの階下を有し，三音にethnic　termination－i

を有するものと解した。河川に宗教・社会・民生等に関連のある名称を付するのはよく

見うける例で，早いはなしが，このバルブ河の流入する本流である。そのオクソスが上

に挙げたように10）ウェーフロ　一一トの異名を言えているのも，バルフ河に比較しうるほど

の意義内容を有していることを示唆しているであろう。

　　さてそのバクトリアであるが，イラーン蝦：古の出典の一つとしては，古代ペルシア語

の磨崖資料をのぞけば，アヴェスタの『ウィデーウダーート』1，6を挙げるに異論はな

かろう。アフラ・マズダーは「美しき，幡を揚げたバーーフジーを　（BAxδim　srlram

ereδw6・draf甑n｝）創造した」とある。「美しき（srir2m）」はパフラヴィー語訳には

n6vak　pat　ditan‘下るに美しき’とあe）1「幡を揚げたる（ereδw6．draf甑m）」は
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バクトリアに関する二三の考察

aβrEgt－draf9更with　up－lifted　banner’とし，さらに宝u　dra驚tandar　aβrti首t

＋t р奄窒UndiD，　Chast　’ke　6t6n　g6Bet　e　tvasih　tandar　aBra6end　’ku　dugman　tapar　’an－

dar　kU甑nd‘即ちそこに1ま幡が高く掲げられている。覧る入びとはこう言っている“敵

がそこで驚されるために，そこには〔幡が，数多くかかげられている”と♂と註して

いる。eroδw6がSkS．　itrdhva一に桐当し，　draf首a一がSkt．　drapsa一に相当するこ

とはいうまでもない。このdrafga一／drapsa一‘瞳幡’が他面に宗教・社会的な背景を

も有しうることは，尽9Veda　lV，13，2bにも晃えて明らかである。

praty　agnfr　u＄asEm　agram　akhyad　Urdhvarb　bhanUth　savita　dev6　aSred

vibhatinaih　sumani　ratna－dh6yam　1　draPsdm　davidhvad　gavi＄6　n2　satva　I

yatam　aSvina　suktto　dur6rpam　anu　vrat2fu　varupo　yanti　mitr6

丘ts重ryo　jy6ti§a　deva　et圭　賎1腫　　　　　　y2t　s丘rya血divy　義r◎h2yanti　Il　21【

　　1．火の神は，心地善げに，照り渡る曙光の女神達の初宝物の賜を照覧し給えり。

　　　　アシュヴィンの双生神よ。善入の家に来れかし。日の神は光を帯びて今や昇れ

　　　り。

　　2．サヴィトリの神は賜光を高く掲げたり，「旗」を打振りつつ，牛を求めて戦を

　　　挑む勇士の如くに。

　　　　ヴァルナの神とミトラの神とは定めたる法によりて進み来る，太陽を天に旧い

　　　て昇らす線こ。

この：交中のdrapsゑ一は「旗，牙旗」で，サーヤナの註しているごとき　parthivark

rajo………‘外型，砂塵，ではない。

　さて閥題はその旗であるが，『ウィデーーウダ・…ト』のBaxδiの町のそれについて，パ

フラヴィ甲州は一説として戦勝に縁のあるらしいことを示唆しているも明かでなく，こ

の点このアヴェスタ句をパラフレーズした『ブンダヒシュン』書12）も同様である。一般

的に欝って，旗をテントまたは建造物の上に掲げるのは西域の風習とみえ，現に『魏

警』102，列伝第90，西域の条にも「王於其町内，別有小照十余所，野中国之離富也。」

とある。小旗とは小さき牙城の意昧であるが，その牙が牙旗なることは明かである。旗

が重要な標識をなしていたことはイラーン目黒に通じて見うけられるところで，サ・・一サ

ーン王朝の大凶がDraf首iKゑviyanとよばれていたことは周知の事実であり，また

唐代長安に避難してきたイラP・ン・ゾロアストラ教徒が秘策軍に編入きれた際，王子使

者に与えられた軍職名「押牙」というのも，このdra猶‘旗’とd29tan‘to　hold’

またはburta簸‘to　bear’の派生詞とのcompoundとして理解される。　C．ド・アル
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　バクトリアに関する二三の考察

レーズ13）がBaxδiの「揚げられた：る旗」に註して　’Ces　drapeaux　61ev6s　6taient

peut－6tre　le　marque　de　la　r6sidence　du　chef　du　pays．’と言っているのも，けだ

し一家の兇識とみることができる。尤も，このことがバルブにのみ特色として挙げら

れ，他にもあったであろう醐様の事象に言及されていない点は，依然として疑闘のまま

に残る。

　つぎは，この町にあったと伝えられるNaubaharについてであるが，まずフェルド

ウシーのシャフナ…一メ14）を挙げてみよう。

be－Ba恥gozinきod　bar　an　Naubahdr　　撰ばれしバルブにナウバハール建ちぬ，

ke　ate首一paras惚n　bad一気n　rUz－gゑr　　　かの時に揮火教徒のありければ。

とある。「かの線こ」とはゴシュタースブ王の疇ということ，つまりゾロアストラに帰

依してこれを外引したゴシュタースブ（ウィシュタースパ）王の治世に，ナウバハーール

がこの町に建立されたというのである。この記事にみえる疇代錯誤は今は問わぬとし

て，Vullers版ではate首一parast2nのかわりにyazdan－parastan‘ヤザト崇拝者た

ち’とあるが，等しくゾWアストラ教徒をさすことにかわりはない。この建物はヤーク

ート（YaqUt　　1178－1229　A．　D．）も記している。かれはアナトリア生まれのギリシ

ア人。奴隷としてバグダードの富商に売られたが却って教．育を受け，今町で商業を営む

かたわら，インド，ペルシア．を旅行し有名な地理家となった。その欝うところによれ

ば，この町がNau－bah翫と称する一大殿堂を有し，信者はそこにおいて轟儒の印と

して円蓋塔（gumbad‘cupola’）の上に旗を揚げたとのことである。バルどエ・i．〈’・

メ4ナール15）はこの記事に関して

　　　Ce　temple　6tait　en　grande　ven6ration　chez　les　Persans，　qui　s’y　rendaient

　　　de　fort　loin　en　p61erinage，　le　revetaient　d’6toffes　precieuses　et　plantaient

　　　des　drapeaux　au　sommet　de　la　coupole．

と欝っている。これはシャフナーメの旬と岡巧とみることがで．きる。ただ残念なことに

は，パフラヴィー語V圭d§vd滋にしても，『イラーンの都城（Sahrlh盃i£r蝕）』1こし

ても，バルフにこの建造物のあったことを福っていないのである。『イラーンの都城護

§8には

　　　悔ndar　BaZI　i　v撫mlk　ga．hris£an＜i＞Nava3ak　Spandiygt　i　Vigtゑspまn　’pus

　　　k3τtかがやくパフル〈州〉に，ウィシュタースプの子スパンディヤ・一・一トは都城ナ

　　　ワーザクを建設した。

と記しているにすぎない。」．」．モーディ16）はこのナワーザク（Nav互zak）のなかに
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バクトリアに幽する工三の考察

Naubahtirとのつながりを求めようとしているが，頭音以外にはこの試みは成立．しに

くい。かか．る神話酌都城．（！一Nav盃zak）よりも，．むしろ．．．Nau－baharは．『大唐西域

記』にみえる三二僧伽藍に比定すべきであ．る．。．岡三第1，三二国の条下に

　　　城外西南二二織嬬新僧伽藍，L．：．．二二先王三所建也。……r繍…・・．・．．伽藍西南有櫓精朧1

　　　．建立巴来多歴年所，云々．滋

とあるのがそれである。今この㈱所に．ついて，スタニスラス・ジ． vL．サアン17）．の仏訳を

見．るに

　　　Eri　dehcrs　dei’lai　vlllel’au　stiaiouest，　il　y　a　itn　’bduVent’　aPpe！6　Na－po－seng－

　　　1〈la－la’n’（N2Va”S2’h”　gharama） i　’ett　le　nouveau　codvent；　’qtiii　a’　’e’t6　c6ngtruit

　　　par　le　premier　roi　de　ce　’royauMe…　i“’（p．　29）

　　　Au　sud－oaest’du　couvent，　il　y　a　ttrt’Vihara．　Depuis　sa　f6hdtit16hl　・ii　i　s’est

　　　6cou16　bien　’de’s　ann6es・・・…　（p．’32）

とあ．る』納．尅m伽藍は．ま．さし．くSkt，　Nava　Vih齋aで．あ：るが，そめマihara‘精舎．．5：浄

舎，仏殿，漏話’．は：そ．めまま借用さ．れてパ．ラ．ラ．ti　k一語においても，そ．の存在はvih2r

の形をもって描申することができる。St6ihgass．．．の．：．　A．CoMprehenliiV¢．・Persiaa－

English　Dict圭onary、　P．20gにもbehgrに‘Buddh圭st　temple　1の義を載せてい．る。

それ故にトマス・．ハイ．「．．．．ド．（’ThoMa＄　’Hyde）がシャフナ肖．メ．の．／NaU“bahar／’be　，．Novum

ver：‘ Vしき春’．と：ラテン語訳して．いるのは，　NP．　bahir〈Pahl．　vahar‘春’（cf．

Old．．．Pers．　vahara一．‘sp血g’in（髄rav衰hara・‘Apri1・yMay’agains彦Skt。　vゑsara一

＝lbr圭ght’）．と誤ったも．のであるQ　Nau－bahar．．とは‘新しき春’ではなく．てSl少な．く．1：・と

焉D‘新．しい宗敦的建造物．．’をさすものであった．に相違ない⇔．ジュリアンが「．憎精盧圭．を

訳．し．て．u．n　Viharaとしたのはさすがに碩学たることを思わしめ，敬服する次第である．。

　．つ．ぎ．に，．．．L・ヴィ．ヴィアン・ド・．サ？マルダン．・〈L．．V，；vi’en　de　Saint－Martin）は．ジ

ュ．．リア．ンの…『大唐西域記』仏銭尺第2巻P．289．に，．この縛二三について次のごと．．…く述べ

ている．：

　　　…Hiouen；一thsangl：＝parle　de　Po・ho一工。　（Balkh），．．．cette　antique．m6tropole　de

　　　1’empire　bactrien，　comMe　d’une　viile　bien　fortifi6e，　Ma’is，de．．grandeur

　　　medlOcre・　et　faibiement　peup16e．　On　peut　remarquer　que　la’　ttanscriPtlon

　　　chinoise　du　nom．・de・　Balkh　est　tout　a　fait・analogue　a　la．　forme　．arm6ni－

　　　enne．Pahl．．Le，．bouddhisme　6tait　fion’ssant．dans　，toutes’ces　contr．ees．，／／，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IS）
　　こ．の町と仏教と．の関係で興昧の．あるのは長者バルカ．（Bhalluka）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．である。．かれは釈
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バクトリアに関する二三の考察

尊成道のときはじめて仏に帰依し，その密計を乞うて根継に帰り塔を建てたといわれて

いるが，その本国というのがこのバルブであった。「バルフの入」をBahlikaとあら

わせば，かれの名もこれに近いのではなかろうか。それはさておき，ド・サンマルタン

がPo－ho－lo（縛㈱羅）をもってアルメニア語形に類似しているという点について考察

してみるに，それは多分，近骸ペルシア語形がBa迦（Balk＿h）といっているのに対し，

1と奪が位置を倒置している点を指しているのであろう。　しかし一込1（xl）一は中期イ

ラーン語の慣例であるから，この町（州）のパフラヴィー語名を上に示す際，筆者はこ

とさらにこれを，b”1と子音転写しておいた。　Alefはa，　a，　k（X）をあらわしうるか

ら，b”1はBaxl／Baxlである。アルメニア史家がこの町をBahl－Sahastanといって

いるのも；そうした観点からすれば当然である。いうまでもなく，これはパルティア語

＊Bax正一Zgahastan‘王の在すパフル，王城パフル，王都バルブ’の転化であろうが，申

賜ペルシア語（パフラヴィー語）＊Baz］一甑histaaの｛｛騒化としても差麦えない。ただこ

の呼称について筆者が二二を喚趨したいのは，これと「二王舎城」との岡定に幽連して

生ずる闘題についてである。今，『大唐西域記』第1，縛嶋国の条下をみるに

　　国大都城周二十二二，人皆調之二王舎城也

とあるのをジュリアンは単に

　　Tout　le　monde　1’appelle　la　petite　ville　royale．　（p．　29）

と訳しているのみで，マルクワルト19）と二様，「二王舎城」のr小」がどこから田来し

ているかについては，侮も触れていない。　しかしこれについては，先ず「三i三舎城一！が

＊甑h圭sta聡に契当することは轡うまでもないから，その醜に来るBax1と「小」との閣

係から解きほぐすことが必要となる。周知の奴く，イラーーン語では1とrとはよく交

替する。丸字（パフラヴィー）においてもしが1と共にrをも表わすことは常に見ら

れるところである。よってBazlがBahrと発音きれたとしても少しも不思議でない。

そのbahrとはパフラヴィー語では　‘部分’を示す・その派生形bahrik．が‘晶々

の点において’を意味してhamakiha‘その全：体において’と対立的に用いら薄しるの

も，この間の事情を遺憾なく・倣えている。またbahr－varが‘partner，　shareholder’

であることも参照すべきである。‘部分’は‘全一’に対するものであるから，当然

‘小’を意味しうる。そこで玄漿の「小王舎城」を考察してみるに，「人皆謂之小言敵城

也」とあるその「人」とは，轟然バルフの町，またはその近辺の土人の調であるが，

問題は，（1）かれらが「小さな王城」という意味において（1）Baxl－9ahistan　を用い

ていたのか，それとも，（2）Bazl－Shhlst2n　と｛：二人が欝っているのを玄奨が「小さな
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バクトリアに関する二三の考察

王城」と解したのか一そのいずれかであろう。（1）の場合では，「小」を冠称しても，

あとに「王舎城」なる表現が来るので，「小」に「回忌」を感ずることはなかったかも

しれない。　もちろん，　BaZlの原義　‘bestower，　dlstribut◎r’（％axtar一／PahL

baxthr一の派生詞というほうが正しいが）が晃失われていることはいうまでもない。

これに対して（2）の玉壷では，けっきょく玄奨の誤解ということになろう。筆者は（i），

（2）いずれをとるにしても，Bazl一瓶histanと「小枕舎城」との圃定にからむ問題は，

如上の説隙こよって，一応解決したと考えることができる。そしてω，（2）いずれの立

場をとっても，バルフは，B互zlよりもむしろ，　Baxl（Bah正）と短母音で発音されて

いたことを思わせる。Bax1ではbahr‘小’との麗連が説萌しにくいからである。従

ってb”1なる子音表記においては，第1　Alefは，　（a）5を示すための　scriptio

plenaか，（b）本来有していたと考えられるaを表記したものではあるが，今やそれ

が単なる史的記法に堕し，現実の発音は5となっていたか，そのいずれかであろう

が，二中一を選べとならば，筆者はむしろ（a）の場含を執るであろう。

（付記一ホ稿は酬和10勾ミイラ・・一・ンから帰出して目頭で発表した属稿に，二三修辞を加えたもの

である。従って旧稿の謹まではあるが，白山の中心点は今尚お解決済みとは言いがたいものを含

んでいる上に，二二も深い蜜崎教授の七二特集愚に祝意を衷するため，稿をまとめて登載を乞う

次第である。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筆者は京都大学名番教授・本会会長）
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